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令和８年６月２９日 

 

  令和８年度 第１回 大阪市立三津屋小学校 学校協議会 実施報告書 
    

校園名 大阪市立三津屋小学校 

                           校長名 松森 佳子      

日 時 令和８年６月２９日（月）  19:30～2１:00 

場 所 三津屋小学校 多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 
壽榮松 正顕、泉水 清治、木下 貴裕、工谷 昌也、坂井 佳代、秦 優美、 

校園 松森佳子 宮地裕吉  

区役所 南野 昌也  

議題 

１． 議長あいさつ 

２．委員・校長の自己紹介 

３．区役所からのお知らせ 

４．令和７年度運営の計画（目標設定）について 

５．これからの年間計画・校長経営戦略支援予算について 

６. 意見交流 

７. 閉会のあいさつ 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

   

４                                

基本的に合意 

※解説資料「令和８年度「運営

に関する計画」目標設定」のつ

づりをもとに説明 

  

 

・読書量や読書傾向を把握することは有意義で

ある。学校でデジタルによる図書閲覧は可能

か。 

→学校から中央図書館のデジタル書籍を閲覧

することは可能であるが、小学生には検索が

難しい面がある。そのため、学習内容に応じ

て学校が図書館から関連図書をまとめて借

用し、授業で活用している。  

・学習における DX の重要性は理解できるが、

高校・大学等の試験では紙媒体が中心であ

るため、DXに偏り過ぎることが心配である。 

→学校では、デジタル教材の利点と紙教材を

はじめとするアナログの利点をそれぞれ生か

し、学習内容に応じて効果的に活用した授業

づくりを進めている。 

・教員の業務が多岐にわたり多忙であることは

理解しているが、長時間労働の改善は必要

である。 

→学校行事や校務の内容・進め方を継続的に

見直し、業務改善と働き方改革に取り組んで

いく。 

・予定のない短時間の過ごし方が分からず、す

ぐにスマートフォンやタブレットを使用して時

間を過ごす児童が増えているように感じる。 

 



 

→本校においても、スマートフォンやタブレット

を長時間利用している児童が多いことは認識

している。今後、学校として望ましい時間の使

い方や情報機器との適切な関わり方につい

て、教育活動の中で取り組みを検討してい

く。 

５ 

６ 

基本的に合意 ・今後の予定について委員の方に協力を要請。 

 

 

７ その他 ・本年度は、学校行事、地域の行事も本格的に

再開されるので協力をお願いする。 

協議 

資料 

１．令和８年度「運営に関する計画」目標設定 

２．令和８年度 年間行事予定・校長経営戦略支援予算 

３．区役所配付資料 

 
傍聴者[ ０ ]名  

 


